
第 2回 JROSG 頭頸部腫瘍委員会議事録   H26/12/12 横浜パシフィコ 

参加者(敬称略) 有賀 石川 泉 井口 大島 太田 兼平 久保田 小林 古平 鈴木  

寺原 中嶋 溝口 茂木 山崎 

1) 委員メンバーの変更 

滋賀県立成人病センター中嶋綾委員が新規参加された。兼平副委員長より退官にともない退

会を検討していることが報告された。副委員長の後任として太田委員が推挙され承認された。 

2) JROSG10-3(S-1併用声門癌の化学放射線療法) 

試験中止の決定が報告された。登録された 2施設の 3症例は施設担当医より登録いただいた

患者さんへ事情説明し了解いただくことで対応することを確認した。試験結果は公表を予定

しないことを確認した。中止時点で受領した研究費の扱いについて（返却を求める理事の意

見あり）理事会で確認することを説明した。（翌日の理事会でこれまでルールが明文化され

ていないので今回は返却を求めない事を確認した） 

3) JROSG12-2の進捗報告                        

研究事務局の太田委員から報告された LA66 例 RM50 例の登録で半数に到達したところで

中間判定を検討している。症例登録ペースが予定より低いので協力をお願いしたい。 

4) 中咽頭癌放射線治療症例の QOLアンケート 

研究事務局の茂木委員よりプロトコル案提案があった。介入試験でないため JROSG のプロ

トコル審査を受ける必要があるか、研究費支給があるかは理事会で確認することとなった

（翌日の理事会で調査研究は JROSG の審査不要で、研究費支給は行われないことを確認し

た） CRFや同意書の作成を進め委員会承認後に試験を進めることを確認した。 

5) 過去のアンケート調査の研究状況 

原発不明癌(山崎委員) 再発癌(大島委員)のアンケートに関し論文作成作業中であることを

確認し、公表にむけて準備を進めることを確認した。 

6) 新規研究の提案 

太田委員より再発癌にたいしての prospective study の提案を考慮したいが、JCOG でもプ

ロトコル案の検討が提出されておりこちらの経過を踏まえて検討していきたいとの提案が

あった。（会議後井口委員より頭頸部癌 IMRTの診療実態の構造調査の提案あり実施計画作

成を進めていただくよう依頼した） 

7) その他 

次回 JRS総会中の開催を検討していることを確認した。 

 

文責 古平 

 


